
 満開の桜の中、町内の各保育所、小中

学校で入園式、入学式が行われました。

今年は、第一保育所16人、第二保育所

11人、第三保育所22人、西小学校47人、

東小学校27人、北小学校23人、中学校

130人がそれぞれ入園、入学しました。 

 これから始まる新しい生活に胸膨らま

せ、大きな夢と希望を抱いていることで

しょう。ご入園、ご入学おめでとうござ

います。 

■ 入学式、入園式 

地震を考える………………………………2～7 

わたしのまちのこんな話題…………8・9 

おいしい給食………………………………10 

保健センターだより………………………11 

おめでた・おくやみ……………………11 

消防入退団式……………………………12 

行政相談週間………………………………13 

人権擁護委員の日…………………………13 

児童館・子育て支援センターだより……14 

町のカレンダー……………………………15 

入札結果………………………………………15 

上下水道課からのご案内…………………15 

情報ボックス…………………………16・17 

小学生の福祉医療費受給…………………17 

ふるさとの史話（その21）………………18 

町長の机から………………………………18

2007年 
岐阜県川辺町 

広報Vol.45555 2007年 
岐阜県川辺町 
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       地
震
を
知
る
 

 
 

　
地
震
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
活
断
層
型
地

震
と
海
溝
型
地
震
が
あ
り
ま
す
。
活
断
層
型
地
震
は
、

断
層
が
ず
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
、
震
源
が
浅

い
た
め
規
模
が
小
さ
く
て
も
局
地
的
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
活
断
層
は
日
本
各

地
に
千
五
〇
〇
箇
所
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
溝
型
地
震
は
、
プ
レ
ー
ト
（
地
殻
）
の
反
発
に
よ

り
発
生
し
広
範
囲
に
被
害
が
及
び
ま
す
。
 

　
ま
た
、
大
き
な
地
震
の
後
に
は
余
震
と
い
わ
れ
る

比
較
的
規
模
の
小
さ
な
地
震
が
多
発
し
、
被
害
を
拡

大
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 

岐
阜
県
と
活
断
層
型
地
震 

 
　
活
断
層
と
は
、
約
二
〇
〇
万
年
前
か
ら
現
在
の
間

に
活
動
し
た
証
拠
が
あ
り
、
今
後
も
繰
り
返
し
大
地

震
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
断

層
の
こ
と
で
す
。
こ
の
活
断
層
の
活
動
に
よ
り
発
生

す
る
の
が
活
断
層
型
地
震
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
今
年
3
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
が
こ
れ
に

含
ま
れ
ま
す
。 

　
岐
阜
県
に
は
、
こ
の
よ
う
な
活
断
層
型
地
震
の
原

因
と
な
る
活
断
層
が
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
約
一

〇
〇
箇
所
あ
り
、
全
国
で
最
も
活
断
層
が
密
集
し
て

い
る
地
域
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
左
図
の
と
お
り
、
川
辺
町
に
は
活
断
層
は
存
在
し

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
質
な
ど
の
条
件 

に
よ
っ
て
は
、
活
断
層
の
真
上
よ
り
も
周
辺
の
方
が

大
き
く
揺
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。 

　
　
　
　 

             

岐
阜
県
と
海
溝
型
地
震 

 

　
現
在
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
は
沈

み
込
ん
だ
プ
レ
ー
ト
の
反
発
で
起
こ
る
海
溝
型
地
震

で
す
。
東
海
地
震
の
震
源
域
で
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
年

か
ら
一
五
〇
年
に
一
度
、
大
規
模
な
地
震
が
繰
り
返

し
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
発
生
（
一
八
五
四

年
安
政
東
海
地
震
）
以
来
、
既
に
一
五
〇
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
い
つ
東
海
地
震
が
起
こ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
岐
阜
県
の
調
査
で

は
、
川
辺
町
は
東
海
地
震
で
震
度
５
弱
か
ら
５
強
の

揺
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
次
項
　
気

象
庁
震
度
階
級
関
連
解
説
書
参
照
） 

岐阜県内の主要な活断層分布図 

　幸いにも川辺町では近年、地震などの大規模な災害は発生してい

ません。だからといって、安全で何事も無い日々を当たり前のよう

に感じてはいませんか。油断や慢心を見透かしたように災害は突然

私たちの身に降りかかってきます。そして、いざ災害が発生した場

合には、みなさん全員が被害者という状況にもなりえます。こうし

た災害から自分自身や家族を守るためには、日頃から一人ひとりが

防災意識を持つことが大切です。 

　今月号では地震災害について特集します。 

川辺町川辺町 川辺町 

牛
首
断
層
 

跡
津
川
断
層

跡
津
川
断
層
 

跡
津
川
断
層
 

御
母
衣
断
層
 

高山 

阿
寺
断
層

阿
寺
断
層
 

阿
寺
断
層
 

根
尾
谷
断
層
 

岐阜 
関ヶ原断層 

養
老
－
伊
勢
湾
断
層

養
老
－
伊
勢
湾
断
層
 

関ヶ原断層 

養
老
－
伊
勢
湾
断
層
 

恵那山
断層 

恵那山
断層 

屏風
山断
層

屏風
山断
層 

屏風
山断
層 

　幸いにも川辺町では近年、地震などの大規模な災害は発生してい

ません。だからといって、安全で何事も無い日々を当たり前のよう

に感じてはいませんか。油断や慢心を見透かしたように災害は突然

私たちの身に降りかかってきます。そして、いざ災害が発生した場

合には、みなさん全員が被害者という状況にもなりえます。こうし

た災害から自分自身や家族を守るためには、日頃から一人ひとりが

防災意識を持つことが大切です。 

　今月号では地震災害について特集します。 
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情報名 

東海地震 

観測情報 

東海地震 

注意情報 

東海地震 

予知情報 

状況と対応 皆さんにお願いすること 

○東海地震の観測データに異常が現れ
ているが、前兆現象との関係について
しばらく様子を見ないと判断できない。 

○テレビ、ラジオなどにより、正確な
情報を把握してください。 

○東海地震の前兆現象の可能性が高ま
ったとき。 
○防災関係機関は、地震の被害を最小
限に抑える措置や応急対策活動の準備
を行います。 

○テレビ、ラジオ、防災無線などにより、
正確な情報を把握してください。 
○不要不急の旅行、出張や自動車の使
用を控えてください。 
○水の汲み置き、家族との連絡方法の
確認、家具の固定、避難所の確認など、
地震への備えを確認してください。 

○東海地震が発生する恐れがあると認
められたとき。 
○観測結果により、総理大臣が数時間
から数日以内に東海地震が発生する旨
の「警戒宣言」を発令します。 
○公共交通機関の規制など警戒宣言発
令時対策が実施されます。 

○崖崩れなどが予想される地域にお住
まいの方や耐震性に不安がある建物に
お住まいの方は、避難所などへ避難し
てください。 
○上記以外の方々は、自宅で地震発生
に対応できるように準備をしてください。 

「
地
震
対
策
に
対
す
る
心
構
え
」 

              

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か 

危険度 

大 

小 

・「自らの命は自ら守る」（自助）【個人、家庭】 
・「協力して助け合う」（共助）　【地域】 
・「支援する」（公助）　　　　　【国、県、市町村】 
 

「三つの基本的な考え方」 
            あなたは知っていますか 

《自助》 
・家の耐震化 
・家具などの転倒防止 
・食料や水の備蓄 
　 
《共助》 
・地域の自主防災活動 
 
《公助》 
・公共建築物の耐震性確保 
・地震対策への金銭面を含めた支援 
・各種普及啓発、教育活動など 

東
海
地
震
の
予
知
に
関

す
る
情
報
と
そ
の
対
応 

 

　
東
海
地
震
は
、
そ
の
発
生
の
切

迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

発
生
の
予
知
（
事
前
の
兆
侯
の
観

測
）
が
唯
一
可
能
と
さ
れ
て
い
る

地
震
で
す
。（
た
だ
し
、
必
ず
予

知
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

　
予
知
に
関
す
る
情
報
は
、
そ
の

危
険
度
に
応
じ
て
、 

●
東
海
地
震
観
測
情
報 

●
東
海
地
震
注
意
情
報 

●
東
海
地
震
予
知
情
報 

の
順
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
い
つ
、

ど
の
情
報
が
発
表
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
対
応
が
必
要
な
の
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。 

               

                                 

                                 

   

　
実
際
に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、

建
物
の
倒
壊
や
火
災
、
道
路
の
損

壊
な
ど
が
多
発
し
た
場
合
に
あ
な

た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
役
場
や

消
防
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
な
防

災
機
関
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が

で
き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
岐
阜
県
で
は
「
岐
阜
県
地
震
防

災
対
策
推
進
条
例
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
震
災
時
に
は
、

過
度
に
行
政
に
頼
ら
ず
「
自
ら
の

命
は
自
ら
守
る
」「
み
ん
な
の
地 

                  

   

域
は
み
ん
な
で
守
る
」
こ
と
こ
そ

が
、「
死
者
を
出
さ
な
い
、
増
や

さ
な
い
」
秘
訣
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
県
民
、
事
業

者
お
よ
び
行
政
が
、
危
機
意
識
を

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
等
を

自
覚
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
積
極
的

に
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

気象庁震度階級関連解説表 

震度 

5弱 

5強 

6弱 

6強 

7

人　　　間 耐久性の低い木造建物 

身の安全を守ろうとする。 

非常な恐怖を感じる、行 
動に支障が生じる。 

立っていることが困難に 
なる。 

はわないと動けなくなる。 

自分の意志では行動でき 
ない。 

壁や柱が破損するものがあ 
る。 

壁や柱がかなり破損したり、 
傾くものがある。 

倒壊するものがある。 

倒壊するものが多い。 

耐久性の高い建物でも破損 
するものがある。 



2������ ���	
� 4

　
地
震
に
よ
っ
て
家
屋
が
倒
壊
せ
ず

に
済
ん
だ
と
し
て
も
、
部
屋
の
中
の

タ
ン
ス
や
戸
棚
な
ど
が
倒
れ
て
中
身

が
散
乱
し
た
り
、
テ
レ
ビ
が
床
に
落

ち
た
り
し
て
大
変
危
険
で
す
。 

　
ま
た
、
倒
れ
た
タ
ン
ス
な
ど
に
よ

り
扉
が
ふ
さ
が
り
脱
出
で
き
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
転
倒
防
止
な

ど
の
器
具
で
固
定
し
た
り
、
非
常
持

ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。 

※
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て
は
下

に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

◆
　
家
屋
の
耐
震
補
強 

　
耐
震
診
断
な
ど
を
行
い
、
地
震
に

よ
り
損
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
家
屋
は

し
っ
か
り
と
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

◆
　
避
難
路
・
避
難
所
の
確
認 

　
家
族
や
地
域
で
避
難
所
の
場
所
や

安
全
に
行
け
る
経
路
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

◆
　
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備 

　
緊
急
に
避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出

せ
る
よ
う
、
現
金
や
非
常
食
品
、
水
、

衣
類
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

◆
　
家
具
の
転
倒
防
止 

　
タ
ン
ス
や
本
棚
、
食
器
棚
、
冷
蔵

庫
な
ど
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
壁
や
床
、

柱
な
ど
に
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

◆
　
携
帯
電
話
の
充
電
池
の
用
意 

　
非
常
の
場
合
の
連
絡
手
段
に
使
え

る
携
帯
電
話
は
、
緊
急
時
用
の
充
電

器
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

◆
　
２
〜
３
日
は
自
力
で 

　
２
〜
３
日
分
を
目
安
に
非
常
持
ち

出
し
袋
を
用
意
し
、
家
族
全
員
が
わ

か
る
よ
う
に
保
管
場
所
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
数
箇
所
に
分

け
て
置
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

地
震
か
ら
身
を
守
る
日
頃
の
備
え 

　□リュックサック 

●食料関係 

　□水のペットボトル　　　　　　□乾パンやクラッカー　　　　　　　　□レトルト食品や缶詰　 

　□粉ミルクとほ乳びん　　　　　□ナイフ、缶切り　　　　　　　　　　□鍋や携帯コンロ 

●救急・安全 

　□救急医薬品　　　　　　　　　□常備薬の予備　　　　　　　　　　　□予備のメガネ 

　□防災ずきんや帽子　　　　　　□底の厚い靴 

●貴重品 

　□現金(小銭も必要)　　　　　 　□預金通帳や有価証券の写し　　　　　□健康保険証の写し 

　□認印　　　　　　　　　　　　□連絡カードや身分を証明するもの 

●衣類など 

　□下着(家族分)　　　　　　　　 □寝袋 

　□雨具　　　　　　　　　　   　□タオル 

●日用品 

　□携帯ラジオ　　　　　　　   　□懐中電灯　　　　　　　　　　　　　□予備の電池 

　□軍手(スキー用手袋が便利)　 　□ロープ　　　　　　　　　　　　　　□マッチやライター 

　□使い捨てカイロ　　　　　　　□防塵マスク　　　　　　　　　　　　□生理用品 

　□紙オムツ　　　　　　　　　　□包装用ラップ　　　　　　　　　　　□ティッシュ・ウエットティッシュ 

　□筆記用具　　　　　　　　　　□大きなポリエチレン製ごみ袋　　　　□その他の身の回り品 

●高齢者・障がい者の方 

　□障害者手帳　　　　　　　　　□障害者医療費受給者証 

　□病院でもらう薬情報のコピー　□白杖、補聴器、会話用カード 

■非常持ち出し品のチェックリスト■ ■非常持ち出し品のチェックリスト■ 
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●耐震性能をチェックしよう 

●地震保険に加入しよう 

　今月号の広報に折り込まれた「誰でもできる わが家の耐震診断」の耐

震診断問診票で、簡単な住まいの耐震性能がチェックできます。あなた

の住まいが地震に対して安心できるか診断をし、耐震改修やより専門的

な診断を行う際の参考にしましょう。 

●家具の転倒を防ごう 

　地震保険は、「地震保険に関する法律」に基づき、政府と損害保険会社が共同で運営する公共性の高

い保険です。地震、噴火、津波によって、建物や家財が損害を被ったときに保険金が支払われますが、

支払われる保険金は、全損の時は契約金額の100%、半損の時は契約金額の50%、一部損の時は契約金額

の5%となっています。また、地震により発生した火災は、火災保険では補償されず、地震保険でしか補

償されませんし、地震保険は単独では契約できず、火災保険とセットで契約する必要があります。 

　阪神・淡路大震災では、犠牲者の大部分の方が家屋の倒壊による圧死でしたが、家屋の倒壊を免れた

住宅でも多くの人が家具の転倒により被害を受けています。今一度、わが家の家具の配置や転倒防止対

策を見直してみましょう。 

岐阜県防災パンフレット「岐阜県に迫る地震とその対策」 
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業 

             

要
件
を
拡
大
し
ま
し
た 

 

　
町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け

る
既
存
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
従
来

の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び
木

造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
の
補
助

事
業
を
拡
大
し
、
耐
震
診
断
で
は
、

対
象
要
件
の
建
築
時
期
要
件
、
構

造
要
件
を
拡
大
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
で
は
、

し
ば
ら
く
の
間
、
従
来
の
補
助
金

額
に
加
算
額
が
つ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
突
然
の
大
地
震
に
よ
る

家
屋
の
倒
壊
か
ら
生
命
や
財
産
を

守
る
備
え
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。 

 

                     

　
次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅

が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
平

成
19
年
度
は
８
戸
を
対
象
予
定
と

し
て
い
ま
す
。 

○
一
戸
建
て
の
住
宅
、
長
屋
及
び

　
共
同
住
宅
、
併
用
住
宅 

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面

　
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て

　
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の 

○
木
造
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法

　
ま
た
は
伝
統
工
法
に
限
り
ま
す 

○
長
屋
及
び
共
同
住
宅
な
ど
は
、 

                  

　
居
住
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
も

　
の 

    

　
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士

が
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
ま
た
は
（
財
）
日

本
建
築
防
災
協
会
の
「
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
　
木
造

住
宅
の
耐
震
精
密
診
断
と
補
強
方

法
（
改
訂
版
）
」
に
基
づ
い
て
行

う
耐
震
診
断
に
限
り
ま
す
。 

 

                     

　
町
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所
有

者
個
人
に
限
り
ま
す
。 

          

                 

　
１
戸
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。 

（
簡
易
な
診
断
の
場
合
） 

建
物
の
耐
震
診
断
料
と
補
強
工
事
費
の
一
部
を
助
成 

　
地
震
災
害
で
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
、
建
物
の
倒

壊
で
す
。
災
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
自
分
の
家
の
耐
震
性
を
確
認
し
て
お
く
こ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
川
辺
町
で
は
、
地
震
に
強
い

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
耐
震
診

断
、
耐
震
補
強
工
事
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自
宅
の

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

建
物
の
耐
震
診
断
料
と
補
強
工
事
費
の
一
部
を
助
成

建
物
の
耐
震
診
断
料
と
補
強
工
事
費
の
一
部
を
助
成 

建
物
の
耐
震
診
断
料
と
補
強
工
事
費
の
一
部
を
助
成 

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

対
象
と
な
る
木
造
住
宅 

対
象
と
な
る
耐
震
診
断

対
象
と
な
る
耐
震
診
断 

補
助
金
の
額

補
助
金
の
額 

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 

対
象
と
な
る
木
造
住
宅 

対
象
と
な
る
耐
震
診
断 

補
助
金
の
額 

耐震診断補助対象限度額 

（表１）補助金限度額表（１戸当たり） 

項　　　　　　　目 内　容 

３万円 

補 助 率  ３分の２ 

補 助 金 限 度 額  ２万円 

（注１）耐震診断料が３万円を超える場合でも、補助の対象と 
なりますが、補助金限度額は表１のとおりです。 
（注２）精密な診断の場合は、一定の額に床面積を乗じた額が 
補助対象限度額となります。 

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 
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【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
役
場
基
盤
整
備
課
 

 
T
E
L
5
3
―

7
2
1
4
 

　
（
内
線
2
3
4
）
 

       

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
に
よ

る
耐
震
診
断
の
結
果
、
次
の
耐
震

補
強
工
事
を
行
う
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
５
戸

を
対
象
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

○
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
診
断
結
果
が

　
建
物
評
点
２
以
下
と
さ
れ
た
木

　
造
住
宅
を
補
強
し
、
建
物
評
点

　
を
４
以
上
と
す
る
工
事 

○
（
財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
の

　
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補

　
強
方
法
木
造
住
宅
の
耐
震
精
密

　
診
断
と
補
強
方
法
（
改
訂
）
」

　
の
診
断
結
果
で
、
建
物
評
点
　

　
０
・
７
未
満
の
木
造
住
宅
を
補

　
強
し
、
建
物
評
点
１
・
０
以
上

　
と
す
る
工
事 

 

（
注
）
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相

談
士
が
耐
震
補
強
に
監
視
設
計
及

び
工
事
監
理
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
設
計
お
よ
び
工
事

監
理
の
費
用
は
、
補
助
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
実
費
と
な
り
ま

す
） 

       

　
町
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所
有

者
個
人
で
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
た

人
に
限
り
ま
す
。 

    

　
一
戸
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額

は
表
２
の
と
お
り
で
す
。 

 

　
※
岐
阜
県
地
域
住
宅
計
画
に
よ

る
地
域
住
宅
交
付
金
が
活
用
可
能

な
場
合
の
み
、
最
高
24
万
円
の
補

助
金
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
さ
れ
た
人
は
、
所
得
税
の
特

別
控
除
や
固
定
資
産
額
の
減
額
措

置
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

      

                                 

       

　
先
に
紹
介
し
た
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
業
の
対
象
住
宅
以
外
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
の
建
築

物
。
た
だ
し
、
建
築
物
の
構
造
で

大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
受
け
た

も
の
を
除
き
ま
す
。 

　
長
屋
及
び
共
同
住
宅
な
ど
は
、

居
住
者
な
ど
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
、
要
望

に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。 

    

次
に
該
当
す
る
も
の
が
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
す
。 

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

　
築
さ
れ
た
建
築
物
の
耐
震
診
断 

○
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
建

　
設
さ
れ
た
建
築
物
の
構
造
再
計

　
算
。
た
だ
し
、
建
設
当
時
の
構

　
造
関
係
書
類
が
現
存
し
な
い
場

　
合
は
、
耐
震
診
断
が
実
施
さ
れ

　
る
も
の
。 

（
注
）
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
た

耐
震
診
断
で
、
そ
の
結
果
を
特
別 

    

な
機
関
で
審
査
を
受
け
た
も
の
に

限
り
ま
す
。 

   

○
町
内
に
あ
る
補
助
対
象
と
な
る

　
建
築
物
の
所
有
者 

   

　
一
棟
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額

は
表
3
の
と
お
り
で
す
。 

対
象
と
な
る
工
事

対
象
と
な
る
工
事 

 

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 

対
象
と
な
る
建
築
物

対
象
と
な
る
建
築
物 

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 

補
助
金
の
額

補
助
金
の
額 

対
象
と
な
る
耐
震
診
断
・

対
象
と
な
る
耐
震
診
断
・ 

　
　
　
　

　
　
　
　 

構
造
再
計
算

構
造
再
計
算 

補
助
金
の
額

補
助
金
の
額 

対
象
と
な
る
工
事 

 

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 

対
象
と
な
る
建
築
物 

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人 

補
助
金
の
額 

対
象
と
な
る
耐
震
診
断
・ 

　
　
　
　 

構
造
再
計
算 

補
助
金
の
額 

耐震補強工事対象限度額 

（表2）補助金限度額表（１戸当たり） 

項　　　　　　　目 内　容 

120万円 

補 助 率  2分の1

補 助 金 限 度 額  60万円 

（注１）耐震補強工事が120万円を超える場合でも、補助の 
対象となりますが、補助金限度額は表2のとおりです。 

耐震診断補助対象限度額 

（表3）補助金限度額表（１棟当たり） 

項　　　　　　　目 内　容 

150万円 

補 助 率  3分の2

補 助 金 限 度 額  100万円 

（注1）耐震診断料が150万円を超える場合でも、補助の対 
象となりますが、補助金限度額は表3のとおりです。 
（注2）一定の額に床面積を乗じた額で補助対象費用を算出 
します。 

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事 

建
築
物
耐
震
診
断
事
業 



2������ ���	
� 8

寄付・寄贈  

12
3

（月） 

11
3

（日） 

　全国的に子どもらを狙った

犯罪が多発しているなか、3月

12日に比久見地区で防犯パト

ロール隊が結成されました。

このパト隊は74人で構成され

ており、子どもたちに対して

あいさつ励行や不審者の通報

などを行い下校時の安全を見

守ります。 

　また、この日は同時に川辺

東小学校で子どもたちとパト

隊の顔見せが全校集会の中で行われました。 

　加藤正治隊長が「安心して学校へ通うことができるよう私たちもがん

ばります。みなさんも元気に学校へ通ってください。」と子どもたちに

あいさつをしました。 

　川辺町Ｂ＆Ｇ海洋センターで、「第23回川

辺町少年柔道（B&G会長杯争奪）大会」が開

催されました。この大会には、可茂地区の7

道場から小学生約130人が出場し、団体戦と

個人戦を行い、各試合で熱戦が繰り広げられ

ました。 

　川辺町スポーツ少年団の選手も、大いに頑

張りました。 

　各入賞者は下記のとおり。 

《成　績》（敬称略） 

　◆団体　低学年の部　川辺町Ａ　　３　位 

　　　　　中学年の部　川辺町Ａ　　準優勝 

　　　　　高学年の部　川辺町Ａ　　準優勝 

 ◆個人の部 

　【高学年男子の部】　三品　翔輝　３　位 

【中学年女子の部】　佐伯　真奈　　優　勝 

　　　　　　　　　　高木　香代子　準優勝 

【高学年女子の部】　纐纈　真美　　優　勝 

　　　　　　　　　　馬場　朝希　　準優勝 

◆B＆G会長杯　　　 川辺町　　　　３　位 

〈
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〉 

 岡
本
伊
蔵
　
様
　
　
 

　
　
　
　
　
￥
２
５
，
０
０
０

 
 

加
藤
正
明
　
様
　
　
 

　
　
　
　
￥
１
５
０
，
０
０
０

 
 

匿
名
　
様
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
￥
１
０
，
０
０
０

 
 

渡
辺
政
彦
　
様
　
　
 

　
　
　
　
　
　
￥
５
，
０
０
０

 
 

川
辺
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
　
様
　
　
 

　
　
　
　
　
￥
１
５
，
０
０
０

 
 

美
濃
加
茂
市
社
会
福
祉
協
力
会
　
様

　
　
　
　
　
￥
１
０
０
，
０
０
０

 
 

佐
藤
英
司
　
様
　
　
　
毛
布
 

◎
寄
付
・
寄
贈 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

　
社
会
福
祉
な
ど
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
寄
付
・
 

寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
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9
3

（金） 

16
3

（金） 

17
4

（火） 

11
3

（日） 

　3月9日に41号美濃加茂バイパス関連工事連 

絡協議会のメンバーが町内道路や河川などの清掃 

活動を行いました。この協議会は、国土交通省の発注す

る同工事の請負業者で組織されており、地域コミュニケ

ーションの一環として行われました。清掃活動には約50

人が参加しトラック2台分のごみが集まりました。また、

集めたごみはしっかりと分別や水洗いされ処分されました。 

　　　　　川辺町議会3月定例会を、北小学校の6年生26人 

　　　が担任の先生とともに傍聴しました。 

　はじめに安田議長から議会の説明や川辺町の状況などを

聞いた後、議場を見下ろせる一般傍聴席に入り、議員と町

当局のやりとりを熱心に聴き入っていました。 

　児童たちはメモをとるなどし、さながら「未来の有権者」

といった感じでした。 

  　　　第35普通科連隊漕舟訓練に際し、川辺町漕艇場お

　　　よび宿泊施設などの安定使用に功績があったとして、

陸上自衛隊守山駐屯地司令より川辺町に感謝状をいただき

ました。 

　第35普通科連隊は平成14年以来、定期的にやすらぎの家

や艇庫に宿泊しながら、川辺ダム湖で訓練を行い、技術の

向上に励んでいます。 

　川辺町消防団による、緊急出動訓練が3月　　　　　

11日に行われました。出動訓練は年に数回行われ 

ており、この日は早朝の山林火災という想定で消防団

員が出動しました。 

　前日からの雨の影響で足場の悪いなか、消防団員ら

は中継ポンプの扱いなど、災害時での必要な消防技術

の習得に汗を流していました。 
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稚
児
の
い
ぬ
山
車
の
綱
引
く
人
も
老
い
 

　
笛
吹
く
乙
女
き
ら
り
と
光
る
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
美
 

 エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
飛
び
飛
び
駆
け
て
上
り
た
る
 

　
若
者
不
意
に
吾
を
見
下
す
　
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

 ま
ず
今
日
も
安
泰
な
り
て
有
難
く
 

　
湧
き
出
で
て
来
る
吾
の
呟
き
　
　
　
　
　
岩
井
三
千
代
 

 昭
和
四
十
年
日
記
い
で
来
て
読
み
返
す
 

　
職
場
主
流
の
吾
が
日
日
な
り
き
　
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

 ケ
イ
タ
イ
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
使
わ
な
い
 

　
昔
で
よ
か
っ
た
我
等
の
青
春
　
　
　
　
　
遠
藤
　
正
枝
 

 突
然
の
訃
報
に
触
れ
て
在
り
し
日
の
 

　
笑
顔
は
顕
ち
て
消
え
て
は
顕
ち
ぬ
　
　
　
山
田
　
君
子
 

 慈
し
む
恵
み
を
受
け
て
日
日
剛
く
 

　
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
心
豊
か
に
　
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

 蕗
の
薹
両
手
に
盛
り
て
疾
く
来
た
る
 

　
春
を
分
け
合
う
垣
な
き
生
活
　
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

 「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
祠
移
さ
れ
し
も
 

　
道
祖
神
や
さ
し
眼
差
し
微
笑
み
い
ま
せ
り
　
赤
坂
富
美
子
 

 た
っ
た
今
開
い
た
み
か
ん
の
花
び
ら
に
 

　
う
す
黄
の
色
の
朝
露
光
る
　
　
　
　
　
　
肥
田
　
節
子
 

 花
冷
え
の
風
温
め
て
流
れ
来
る
 

　
祭
囃
子
に
老
若
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
垣
下
　
博
子
 

三
月
や
三
河
の
海
に
群
れ
鴎
　
　
　
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

花
冷
え
の
雨
も
て
余
す
日
曜
日
　
　
　
　
　
青
山
　
初
代 

満
開
の
桜
の
中
に
入
園
児
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
…  

タ
ン
パ
ク
質
…
…
1
・

1
g 

脂 

質
…
…
…
…
…
1
・

8
g

48

ひじきの炒め煮 

    

ひ
じ
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６
ｇ 

人
参
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
５
ｇ 

あ
ぶ
ら
あ
げ
…
…
…
…
…
…
…
…
１
枚 

鶏
も
も
肉
…
…
…
…
…
…
…
…
１
５
ｇ 

さ
つ
ま
い
も
…
…
…
…
…
…
…
７
０
ｇ 

こ
ん
に
ゃ
く
…
…
…
…
…
…
…
３
５
ｇ 

い
ん
げ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
ｇ 

サ
ラ
ダ
油 

和
風
だ
し
の
素 

す
り
ご
ま 

醤
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１ 

さ
と
う
…
…
…
…
…
大
さ
じ
２
／
３
弱 

酒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２ 

水 作
り
方 

１
、
ひ
じ
き
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
戻
し
て

　
お
く
。
人
参
は
、
細
切
り
に
し
て
お

　
く
。
鶏
肉
は
細
か
く
切
っ
て
お
く
。 

２
、
さ
つ
ま
い
も
は
、
細
切
り
に
し
て

　
油
で
揚
げ
て
お
く
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
、

　
細
切
り
に
し
て
湯
が
い
て
お
く
。
い

　
ん
げ
ん
は
、
湯
が
い
て
斜
め
き
り
に

　
し
て
お
く
。 

３
、
鍋
に
油
を
熱
し
肉
を
炒
め
ひ
じ
き
、

　
こ
ん
や
く
、
人
参
も
炒
め
ひ
た
ひ
た

　
に
水
を
入
れ
、
あ
ぶ
ら
あ
げ
、
調
味

　
料
を
入
れ
中
火
で
煮
る
。
ほ
と
ん
ど

　
煮
え
た
ら
油
で
揚
げ
た
さ
つ
ま
い
も

　
を
加
え
混
ぜ
合
わ
せ
る
。 

調
理
の
ポ
イ
ン
ト 

・
ひ
じ
き
は
、
時
間
を
か
け
て
よ
く
味

が
し
み
る
ま
で
煮
る
の
が
お
い
し
く
作

る
こ
つ
で
す
。 

ひ
と
く
ち
メ
モ 

・
ひ
じ
き
は
、
鉄
分
や
食
物
繊
維
が
豊

富
で
生
活
習
慣
病
予
防
に
は
、
も
っ
と

も
有
効
な
食
品
で
す
。
ひ
じ
き
は
、
苦

手
な
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
よ
う
に
さ
つ
ま
い
も
を
油
で
揚
げ
て

加
え
る
こ
と
に
よ
り
甘
さ
が
出
て
食
べ

や
す
く
な
り
ま
す
。 

・
ひ
じ
き
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
食
べ
て
ほ
し
い
食
べ
物
で
す
。

是
非
試
し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

おいしい給食 おいしい給食 

4月11日の給食 
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行
く
春
　
　
余
生
こ
ぐ
力
は
残
す
　
　
　
　
　
馬
場
　
清
流
 

菊
根
分
　
　
大
輪
夢
に
鉢
替
え
る
　
　
　
　
　
井
戸
　
諷
子
 

小
娘
　
　
　
こ
ろ
こ
ろ
笑
い
よ
う
喋
る
　
　
　
井
戸
　
幸
女
 

余
寒
　
　
　
脱
い
だ
デ
ン
チ
も
又
羽
織
る
　
　
丹
羽
　
美
晴
 

余
寒
　
　
　
伏
屋
の
軒
に
雪
残
る
　
　
　
　
　
村
瀬
　
深
代
 

感
激
　
　
　
十
年
前
に
国
土
踏
む
　
　
　
　
　
古
川
　
実
生
 

仲
居
　
　
　
全
員
優
雅
に
お
も
て
な
す
　
　
　
佐
伯
　
京
子
 

淡
月
　
　
　
詩
情
豊
か
に
嶺
に
浮
く
　
　
　
　
江
口
　
豊
翠
 

恩
恵
　
　
　
先
祖
の
遺
徳
か
み
し
め
る
　
　
　
村
瀬
　
緑
風
 

里
女
　
　
　
孟
母
三
遷
教
え
説
く
　
　
　
　
　
平
岡
　
景
芳
 

春
月
　
　
　
夜
桜
帰
り
道
案
内
う
　
　
　
　
　
平
岡
　
景
芳
 

天
の
川
　
　
軒
端
の
笛
を
月
浮
か
す
　
　
　
　
武
市
　
美
祥

ネ
ハ
ン
会
　
経
読
む
僧
の
声
ひ
び
く
　
　
　
　
白
村
　
紀
泉
 

行
く
春
　
　
校
舎
を
後
に
巣
立
ち
行
く
　
　
　
野
中
鈴
の
音
 

青
春
　
　
　
万
開
の
ニ
キ
ビ
に
悩
む
　
　
　
　
大
脇
　
彩
花
 

ざ
い
ご
う
み
ち
く
わ
な
へ
十
里
風
光
る
　
　
渡
辺
　
紀
子 

春
ま
つ
り
待
つ
山
車
蔵
の
半
ば
開
き
　
　
　
佐
伯
美
千
代 

春
の
風
邪
雲
の
流
れ
を
飽
き
ず
見
る
　
　
　
名
倉
　
晃
子 

双
祖
神
笑
み
て
春
呼
ぶ
飛
騨
の
旅
　
　
　
　
寺
田
　
島
子 

花
冷
え
の
下
呂
に
ス
カ
ー
フ
買
ひ
に
け
り
　
土
屋
　
正
子 

夜
桜
に
酔
客
千
鳥
り
小
路
か
な
　
　
　
　
　
馬
場
　
清
一 

床
屋
終
え
撫
で
る
頬
に
は
春
の
風
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

啓
蟄
や
老
い
が
老
い
押
す
車
椅
子
　
　
　
　
村
山
　
智
一 

掻
き
揚
げ
に
地
酒
温
め
戻
り
寒
　
　
　
　
　
若
井
　
国
光 

わ
が
干
支
の
神
将
探
す
春
湖
東
　
　
　
　
　
馬
場
　
周
一 

　お父さん、お母さん忘れていませんか？食べることは生きる

ことの基本です。 

「食育」は改まって取り組むものではなく、毎日の食卓から自

然に学び、身に付いていくものです。「何」をどのように食べ

て育つかは、勉強や遊び、運動をするのと同じように子ども達

の成長に関わるとても重要なことです。 

　家族そろって囲む楽しい食卓は、家族の貴重なコミュニケー

ションの場になります。 

　朝、昼、夕の規則正しい食習慣、季節感のある旬の食材、箸

や茶碗から知る日本の食文化、そして、ご飯を中心とした日本

型食文化を通して、生活習慣病予防と食料自給率の向上に努め

ましょう。 

【問い合わせ先】  川辺町保健センター　ＴＥＬ５３－２５１５ 

～1日1回は家族そろって 
　　　　　  食卓を囲みましょう～ 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

3月中の届け出 

＊本人および届け出を出された方の希望
により掲載しています。〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書請
求など）の際に住民課窓口に申し出てく
ださい〕 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 死　 

出　生 

上川辺　　長谷川　貴史 

　＝美濃加茂市　　　　高橋　あゆみ 

石　神   平岡　尚樹      

　＝愛知県瀬戸市　　　山中　由起 

下川辺   嶺川　美穂子      

　＝可児市    　干場　國弘 

結　婚 

人　口……… 11，102人    （44減）  

男………………5，449人    （12減） 

女………………５，653人    （32減） 

世帯数………３，610世帯  （35増） 

平成19年4月１日現在の人口・世帯数 

（カッコ内は前年同月比） 

白　村　鋒　子 

朝　日　　昇 

村　山　た　き 

加　藤　信　枝 

高　橋　輝　次 

曽　我　　勇 

馬　場　さ　だ 

佐　伯　　茂 

 

上川辺　　天　野　　樹　　　康之　　男 

比久見　　大　脇　亜　美　　和夫　　女 

下吉田　　小　菅　美　嬉　　達也　　女 

上川辺 

上川辺 

石　神 

鹿　塩 

鹿　塩 

比久見 

下吉田 

下麻生 

 

82歳　女　本人 

55歳　男　 博 

81歳　女　金太郎 

93歳   女　正明 

95歳　男　本人 

96歳   男　憲治 

93歳   女　本人 

80歳   男　川口正太郎 

いつき 

つぐみ 

みき 
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【問い合わせ先】役場総務企画課　TEL53-2511（内線213） 

平
成
19
年
度
川
辺
町
消
防
団 

 

　
　
　
　  

年
間
行
事
予
定
表 

  

・
５
月
27
日
（
日
）
　 

　
町
消
防
操
法
大
会 

　
川
辺
中
グ
ラ
ウ
ン
ド 

・
６
月
17
日
（
日
）
　 

　
郡
消
防
操
法
大
会 

　
七
宗
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド 

・
８
月
５
日
（
日
） 

　
第
56
回
県
消
防
操
法
大
会 

　
羽
島
郡
笠
松
町 

・
８
月
11
日
（
土
） 

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
バ
ル 

　
警
備
　
町
内 

・
10
月
28
日
（
日
） 

　
郡
消
防
連
合
演
習 

　
白
川
町 

・
11
月
９
日
（
金
）
〜
15
日
（
木
） 

　
秋
の
火
災
予
防
週
間 

　
町
内 

・
12
月
９
日
（
日
） 

　
町
消
防
秋
季
訓
練 

　
中
央
公
民
館 

・
12
月
26
日
（
水
）
〜
30
日
（
日
） 

　
年
末
夜
警 

　
町
内 

・
１
月
４
日
（
金
） 

　
川
辺
町
消
防
出
初
式 

　
中
央
公
民
館 

・
３
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
） 

　
春
の
火
災
予
防
週
間 

　
町
内 

・
１
月
〜
３
月
の
う
ち
３
回 

　
緊
急
出
動
訓
練 

　
町
内
　 

新入団員のみなさん 

幹部退団者のみなさん 

　
平
成
19
年
度
川
辺
町
消
防
入
退
団
式
が
４
月
１
日
（
日
）
、
川

辺
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
入
団
者
23

名
、
退
団
者
23
名
と
な
り
総
勢
１
７
４
名
の
消
防
団
員
で
川
辺
町

の
防
災
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
式
で
は
、
平
成
18
年
度
を
も
っ
て
町
消
防
団
を
退
団
す
る
分
団

長
平
川
智
博
さ
ん
、
副
分
団
長
田
口
智
弘
さ
ん
、
ラ
ッ
パ
隊
長
吉

島
孝
安
さ
ん
ら
幹
部
、
団
員
の
方
々
の
業
績
を
た
た
え
、
記
念
品

な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
の
に
続
き
、
新
入
団
員
ら
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。 

　
消
防
団
員
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
地
域
密
着
性
を
生
か
し
地

域
住
民
へ
の
防
災
指
導
、
各
種
の
地
域
行
事
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
面
で
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

《
入
団
者
》 

第
１
分
団
　
　
６
人 

▼
坪
内
　
　
隆
　
▼
鈴
木
　
要
太 

▼
江
口
　
達
耶
　
▼
井
戸
　
正
也 

▼
加
藤
　
祐
一
　
▼
加
藤
　
裕
太 

  

第
２
分
団
　
　
６
人 

▼
上
野
　
公
仁
　
▼
伊
藤
　
弘
康 

▼
小
池
　
隆
博
　
▼
木
下
　
大
祐 

▼
渡
辺
　
晃
充
　
▼
高
橋
　
大
輔 

  

第
３
分
団
　
　
８
人 

▼
馬
場
　
正
典
　
▼
石
井
　
裕
次 

▼
肥
田
　
政
剛
　
▼
高
田
　
健
正 

▼
大
谷
　
洋
介
　
▼
小
栗
　
克
幸 

▼
井
上
　
幸
博
　
▼
目
黒
　
宏
幸 

 

第
４
分
団
　
　
３
人
　
　 

▼
神
田
　
晃
典
　
▼
長
野
　
幸
洋 

▼
佐
伯
　
和
行 

  

《
幹
部
退
団
者
》
　
　
３
人 

▼
平
川
　
智
博
（
第
２
分
団
長
） 

▼
田
口
　
智
弘
（
第
4
副
分
団
長
） 

▼
吉
島
　
孝
安
（
ラ
ッ
パ
隊
長
） 

  

《
団
員
退
団
者
》 

第
１
分
団
　
　
６
人 

▼
荒
武
　
智
明
　
▼
朝
日
　
　
博 

▼
中
森
　
雅
章
　
▼
坪
内
　
芳
憲 

▼
村
田
　
勝
義
　
▼
松
本
　
優
一 

第
２
分
団
　
　
６
人 

▼
渡
辺
　
次
男
　
▼
鈴
木
　
　
誠 

▼
今
井
　
孝
行
　
▼
林
　
　
　
輝 

▼
中
島
　
和
之
　
▼
井
戸
　
博
和 

  

第
３
分
団
　
　
６
人 

▼
佐
伯
　
孝
行
　
▼
神
田
　
昌
宏 

▼
山
田
　
伸
二
　
▼
丹
羽
　
　
摂 

▼
加
藤
　
博
樹
　
▼
所
　
　
隆
司 

  

第
４
分
団
　
　
２
人 

▼
山
口
　
弘
彦
　
▼
後
藤
　
司
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略 
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春の行政相談週間（5月21日～27日） 

全国一斉「人権擁護委員の日」特設相談所開設 

　みなさん、「行政相談」ってご存じですか？ 

　「行政相談」とは、国の行政機関や特殊法人の仕事などについて、 

苦情や要望をお聞きし、その解決の促進を図る制度です。 

 

 

 

 

 

 

　5月21日～27日は、行政相談制度をみなさんにもっと知っていただき、利用していただくための「春

の行政相談週間」です。皆さんからのご相談は、総務大臣がお願いする民間のボランティア“行政相談

委員”が受付いたします。当町では、桜井芳敏さん（石神）に行政相談委員をお願いしています。相談

は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。 

　当日都合の悪い方は、行政相談委員の自宅や電話、手紙でも受け付けているほか、総務省岐阜行政評

価事務所で、いつでも行政相談に応じています。 

 

 日　　時　　5月16日（水）　午前9時～12時 

 場　　所　　北部公民館 

 相談委員　　桜井　芳敏さん（石神　TEL 53－2112）              

 常時相談　　総務省岐阜行政評価事務所　　〒500-8114　岐阜市金竜町5-13岐阜合同庁舎 

　　　　　　　TEL0570－090110（行政苦情110番）　E-mail　110gifu@soumu.go.jp（行政苦情専用） 

【問い合わせ先】　役場総務企画課　TEL 53－2511（内線217） 

　毎年、6月1日は「人権擁護委員の日」です。 

　岐阜県人権擁護委員連合会では、人権擁護委員制度の周知徹底と人権思想の普及高揚を図ることを目

的に、全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所を開設します。 

　相談は、毎日の暮らしの中で起こる様々な問題、いじめ、体罰、部落差別、女性差別などの差別問題、

家庭内（夫婦、親子、結婚、離婚、扶養、相続など）、借地借家、近隣間のもめごと、悩みごとなど、

地元の人権擁護委員が相談に応じます。 

　相談は無料で秘密は固く守られます。どなたでもお気軽にご利用ください。 

  

 日　　時　　6月1日（金）　13：00～16：00 

 場　　所　　やすらぎの家 

 相談委員　　前　田　英　樹さん（石　神） 

             　　渡　辺　敏　彦さん（下麻生） 

             　　神　野　喜久代さん（中川辺） 

  

 【問い合わせ先】　 

 　役場住民課　TEL 53-2513（内線125） 

    岐阜地方法務局美濃加茂支局　美濃加茂人権擁護委員協議会事務局　TEL 25-2400（代） 

　例えば、こんな内容の相談です。 

　　○支給されるはずの年金などが支給されないので困っている。 

　　○国道の照明灯などが損壊しているので修復してほしい 

　　○国の職員の対応が横柄なので嫌な思いをした。 

　　○どこの行政機関へ相談してよいのかわからない。 
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 2日（土）　なかまあそびの日 
 4日（月）　スマイル☆きっず 
 6日（水）　おとうさん広場 
 9日（土）　児童館まつり 
13日（水）　あかちゃん広場 
16日（土）　工作の日 
18日（月）　ハッピー☆きっず 
20日（水）　おとうさん広場 
23日（土）　読み聞かせの日 
27日（水）　あかちゃん広場 
30日（土）　開放 

【6月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :30 

　　　　　　     午後の部　13 :30～17 :00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00  
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童とその保護者
〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388

☆子育て相談 
　土・日曜日、祝日を除く毎日　9 :30～16 : 30 
 子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気
軽に、ご相談ください。 
　お電話も、お待ちしています。 
TEL 53－4388

☆『わくわくひろば』毎週金曜日　10：00～ 
　　2才以上対象 

☆『すくすくひろば』毎週金曜日　10：00～ 
　　0・1才対象 

☆遊び場の開放　9 : 30～11 : 30/12 : 30～16 : 00 
　好きな時間に、親子で自由に遊びに来て下さい。 

【6月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 
 

 8日(金)　読み聞かせ 
15日(金)  七夕飾り 作り 
22日(金)　わくわくタイム 
29日(金)　7月・8月のカレンダー作り 
　(予定は、変更をすることもあります)　　 

 5日(火)　読み聞かせ 
12日(火)  七夕飾り作り 
19日(火)　すくすくタイム 
26日(火)　7月・8月のカレンダー作り 

☆保健師による発育測定・発育相談 
　毎月1回、町保健センターの保健師が測定してお
　りますが、6月は、都合により行ないません。 

第４回児童館まつりのお知らせ 

【日時】6月9日（土）雨天決行 
　　　　午前の部10時～12時まで　 
　　　　午後の部13時～15時まで 
【場所】児童館 

　年1回の児童館まつりを開催します。 
楽しいブースがいっぱいあります。友達を誘って 
あそびに来てください。 

注1）昼食を食べる場所は、ありません。一度おうち
　　  に帰りましょう。 
注2）当日は、児童館の開館、閉館時間もおまつりの
　　  時間に合わせます。 

●詳しくは「川辺町子育て支援センターだより」を

　ご覧ください。 

すくすくひろば・わくわくひろば共に自由 
参加です。遊びに来て下さいね。 
 

「お母さんと 
 一緒にたのし 
く読んでもら 
ったよ☆」 
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◆保育所・学校行事 

  2日（土）　　 ふれあい参観日（第二保育所） 
　 3日（日）　　 資源回収（川辺西小） 
　  5日（火）　　 自転車教室（川辺北小） 
　 6日～8日 　　修学旅行（川辺中） 
　 9日（土）　　 ふれあい参観日（第一保育所） 
　14日～15日　　修学旅行（川辺東小） 
　15日（金）　　 参観日（川辺東小） 
　19日～20日　　宿泊研修（川辺北小） 
　21日～22日　　修学旅行（川辺西小・川辺北小） 
　30日（土）　　 資源回収（中学校） 
 
◆心配事相談 
 20日（水）   9 : 00～12 : 00　役場　図書室 

◆無料法律相談 
  13日（水）13 : 00～16 : 00　やすらぎの家 
 
◆ごみ収集 
　13・14日　蛍光管　　 
　13・14・27・28日　ペットボトル 
　19日（火） 陶器類　　　　 
 8日・22日（金） その他プラスチック 
　26日（火） 燃えないごみ（ガラス）・　　
　　　　　　資源ごみ（食用空きビン） 
　　　　　　粗大ごみ（燃えるもの） 

◎用語の意味 
　予定価格…町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、この価格 
　　　　　　を超えて契約を締結することはありません。（税込み金額） 
　落札金額…入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額。（税込み金額） 
　落札業者…当該入札において、町と契約を締結することとなった業者。 
　入札参加業者数…当該入札に参加した業者数。 
　＊入札結果詳細は、総務企画課にて閲覧できます。【問い合わせ先】総務企画課　TEL 53-2511（内線216） 

公共工事入札結果　2月の入札 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 

6

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……………下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…………下水道整備区域の人口 
 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

区 域 内 人 口  

5,750人 1,775世帯 70.1% 
 

＋0.5% 
 

+39人 +11世帯 

8,208人 
 

☆物が詰まったことによる下水道ポンプの故障や異常が多発しています。 
　下記の物は流さないよう注意してください。 

※
お
願
い
 

 

上下水道課 
からの 
ご案内 

上下水道課 
からの 
ご案内 

下水道の接続状況 （平成19年3月31日現在） 

詳しくは役場上下水道課までお問い合せ下さい。【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213 (内線223) 

 

6

　※台所から出る野菜くずや残飯、ウェットティッシュ、紙オムツ、介護用からだふきタオル、タバコ、 

　　ガム、布類など水に溶けない物 

　※ティッシュペーパー、トイレ掃除用シート、赤ちゃんのおしり拭きは、トイレに流せる物と流せない物の 

　　２種類がありますので、取扱いに注意してください。 

工　事　名 工事場所 入札参加業者数 予定価格 落札価格 落札業者 

町道3135号線（大岩号線） 
道路改良工事 川辺町西栃井地内 7東濃建設株式会社 30,765,000 29,925,000
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5月の税 
国民健康保険税　2期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　5月31日まで 

請求件数 
（①～③の合計） 

開示件数 
① 

部分開示件数 
② 

非開示件数 
③ 

0 0 0 0

請求件数 
（①～⑦の合計） 

開示件数 
① 

部分開示件数 
② 

非開示件数 
③ 

0 0 0 0

訂正請求件数 削除請求件数 
目的外利用中止 
の請求　⑥ 

外部提供の中止 
の請求　⑦ 

0 0 0 0

平成18年度情報公開制度の実施状況 

平成18年度個人情報保護制度の実施状況 

自
殺
予
防
対
策 

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設  

　
近
年
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
が
増

加
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
岐
阜
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
殺
予
防
対

策
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行
う

た
め
、
自
殺
予
防
対
策
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
「
自
殺
予
防
の
た
め
に
」
を

新
た
に
開
設
し
ま
し
た
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】
　 

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.g
ifu
.lg
.jp
 

/
p
re
f/
m
h
w
c
/
j-y
o
b
o
/
 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
】
　
　 

・
岐
阜
県
の
自
殺
の
実
態
に
関
す

る
情
報
提
供 

・
自
殺
の
背
景
に
あ
る｢
う
つ
病｣

に
つ
い
て
の
情
報
提
供 

・
う
つ
病
の
自
己
診
断
機
能 

・
相
談
先
の
情
報 

【
問
合
先
】 

岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
０
５
８
―

２
７
３
―

１
１
１
１
　

　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
５
２
） 

川
辺
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

　
５
３
―

２
５
１
５
（
直
通
） 

 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

　
　
　
　
ガ
ラ
ス
工
房 

吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座 

　
「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
の
ガ
ラ

ス
工
房
で
は
、
次
の
と
お
り
講
座

を
開
催
し
ま
す
。 

○
吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座
Ⅱ 

【
日
時
】 

●
木
曜
午
前
コ
ー
ス 

　
9
時
〜
12
時
ま
で 

（
6
月
7
・
14
・
21
・
28
日
／
7

　
月
5
・
12
日
） 

●
金
曜
午
後
コ
ー
ス 

　
13
時
〜
16
時
ま
で 

（
6
月
8
・
15
・
22
・
29 
日 
／
7

　
月
6
・
13
日
） 

●
土
曜
午
前
コ
ー
ス 

　
9
時
〜
12
時
ま
で 

（
6
月
9
・
16
・
23
・
30 
日 
／
7

　
月
7
・
14
日
） 

【
定
員
】  

各
コ
ー
ス
3
人
（
一
般
成
人
） 

【
会
場
】 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
吹
き
ガ
ラ

ス
工
房 

【
受
講
料
】 

一
万
五
千
円 

【
応
募
締
切
日
】 

3
月
18
日
（
日
） 

【
応
募
方
法
】 

電
話
で
応
募
い
た
だ
く
か
、
直
接

窓
口
へ
。 

 

【
問
合
先
】 

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

〒
５
０
９
―

０
２
４
７ 

可
児
市
塩
河
一
〇
七
一-

四 

　
６
５
―

１
５
１
５ 

Fax 

６
５
―

０
９
８
１ 

 

大
学
・
短
大
等
卒
業
者
 

　
採
用
企
業
合
同
説
明
会 

  

平
成
20
年
３
月
大
学
・
短
大
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
し
ま
し
た
企

業
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
６
月
16
日
（
土
） 

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分 

【
場
所
】 

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
岐
阜
市
金
町
五
ー
七
ー
二 

【
対
象
者
】 

・
平
成
20
年
３
月
大
学
、
短
大
、 

高
専
、
専
修
学
校
卒
業
予
定
者 

・
平
成
19
年
３
月
大
学
等
卒
業
の

未
就
職
卒
業
者 

【
参
加
企
業
】 

１
０
０
社
予
定 

【
参
加
費
】 

無
料 

【
問
合
先
】 

岐
阜
労
務
局
　
職
業
安
定
課 

　
０
５
８
―

２
６
３
―

５
５
１
９ 

 

情
報
公
開
・
個
人
情
報 

  

保
護
実
施
状
況 

　
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
町
が
保

有
す
る
公
文
書
の
開
示
を
求
め
る

権
利
、
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報

の
開
示
を
請
求
す
る
権
利
等
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。 

　
町
の
情
報
公
開
条
例
第
18
条
、

個
人
情
報
保
護
条
例
第
38
条
に
は 

毎
年
度
、
公
文
書
及
び
個
人
情
報

の
開
示
の
実
施
状
況
等
を
公
表
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
平
成
18
年
度
の
実
施
状
況
は
次 

の
と
お
り
で
す
。 

             

【
問
合
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
5
3
―

2
5
1
1
 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
2
1
2
）
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「
多
重
債
務
１
１
０
番
」 

　
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、

多
く
の
「
多
重
債
務
」
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
、
多
重
債
務
者
の
支
援
の

一
助
と
す
る
た
め
に
、
県
弁
護
士

会
、
県
司
法
書
士
会
の
協
力
を
得

て
、
各
偶
数
月
第
２
土
曜
日
に
無

料
相
談
会
「
多
重
債
務
１
１
０
番
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

平
成
19
年
６
月
９
日
（
土
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

【
相
談
料
】
無
料 

【
相
談
対
応
】
　
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
県
消
費
生
活
相
談
員 

【
相
談
方
法
】
　 

① 

面
接
相
談 

・
30
分
予
約
制
（
先
着
10
名
） 

・
予
約
受
付
　
４
月
１
日
か
ら
土

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後 

５
時
15
分 

　
０
５
８
―

２
７
７
―

１
０
０
３ 

（
岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
） 

・
場
所
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
） 

② 

電
話
相
談 

・
当
日
時
間
内
に
直
接
お
電
話
く

だ
さ
い 

　
０
５
８
―

２
７
７
―

１
０
０
３ 

・
注
意
事
項
　
当
日
は
多
重
債
務

以
外
の
相
談
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。 

【
問
合
先
】 

岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課 

　
０
５
８
―

２
７
２
―

１
１
１
１ 

 

商
業
統
計
調
査 

　
ご
協
力
の
お
願
い 

　
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
商
業
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
県
、

市
町
村
に
お
け
る
商
業
振
興
や
市

街
地
活
性
化
な
ど
の
流
通
産
業
施

策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
す
べ
て
の
小
売
業
、
卸
売
業

を
営
む
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま

す
。 

　
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
問
合
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―

２
５
１
１ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
５
） 

 

小学生の福祉医療費受給者証交付申請の受付を行います 
　町では、子育て支援策の一環として、平成１９年４月１日から乳幼児等医療費助成の対象年齢 

を拡大し、新たに小学生についても医療費の助成を行うこととしました。 

　これに伴う、受給者証の交付申請の受付と交付を下記のとおり行います。 

　今回交付する受給者証は、平成19年6月1日から医療機関の窓口で無料となる福祉医療費受給者証で

す。4月、5月中に受診した医療費については、当該領収書を役場窓口に提示していただき役場から医

療費を支給いたします。支給申請方法や制度の詳細については、広報かわべ4月号12ページ、または

川辺町ホームページ（http://www.kawabe-gifu . jp/os irase/osi222.html ）をご覧ください。 

【問合先】　役場住民課　TEL53-2513（内線125） 

　新たに助成対象となった小学生は、下記のとおり受給者証の交付申請を

していただく必要があります。なお、小学校就学前のお子さんや、他の福

祉医療制度に該当している場合は今回の交付申請の必要はありません。 

受給者証の交付 

【交付申請受付期間】 

　平成19年5月26日（土）から 
　　　　　5月31日（木） 
　午前8時30分から午後5時15分 
　＊期間中の土曜日、日曜日も受付を行い 

　　ます。 

 

【受付場所】 

　役場1階　住民課窓口 

【申請に必要なもの】 

　次のものを持参してください。 

・健康保険証（小学生のもの） 

・認印 
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その21

　
川
辺
町
の
中
央
部
西
側
の
鹿

塩
街
道
入
口
に
、
標
高
二
九
一

メ
ー
ト
ル
の
ひ
と
き
わ
高
く
そ

び
え
る
山
並
み
が
あ
り
、
通
称
「
鬼

飛
山
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

　
こ
の
山
に
は
桃
太
郎
伝
説
が

あ
っ
て
、
山
腹
に
は
鬼
門
・
洞

門
が
現
存
し
て
い
て
こ
こ
に
鬼

が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
桃
太
郎
が
鬼
を
退
治
す
る
さ
い
、

雉
を
集
め
た
と
こ
ろ
が
木
知
洞
（
下

麻
生
）
、
犬
を
集
め
た
と
こ
ろ

が
犬
塚
（
上
川
辺
）
、
猿
を
集

め
た
と
こ
ろ
が
猿
が
鼻
（
石
神
）
 

            で
、
い
ず
れ
も
地
名
と
し
残
っ

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
鬼
が
婦
女
子
を
連
れ

去
っ
た
こ
と
か
ら
、
泣
き
な
が

ら
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
坂
道
は

夜
泣
き
坂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
鬼
退
治
は
、
表
門
か
ら
は
桃

太
郎
と
雉
の
一
隊
、
鬼
門
か
ら

は
猿
の
一
隊
、
別
の
山
道
か
ら

は
犬
の
一
隊
と
三
方
か
ら
の
攻

撃
で
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
さ
す
が
の
鬼

た
ち
も
、
あ
る
者
は
大
谷
池
へ
、

あ
る
者
は
鹿
塩
方
面
を
さ
し
て

落
ち
の
び
た
の
で
す
。
 

　
大
谷
渓
谷
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

県
道
沿
い
に
地
蔵
菩
薩
が
奉
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
の
鹿
塩

川
の
中
の
岩
盤
上
に
径
四
〇
セ

ン
チ
、
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
程
の

く
ぼ
み
が
あ
り
、
常
に
水
を
た

た
え
て
い
て
、
涸
れ
る
こ
と
の

な
い
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
泉
は
、
鬼
飛
山
の
鬼
が
金
棒

を
突
き
立
て
た
跡
と
の
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
「
い
ぼ
」

を
取
る
水
と
し
て
有
名
で
す
。
 

　
泉
の
水
に
お
金
を
浸
し
、
そ

の
お
金
で
患
部
を
な
で
て
泉
に

投
げ
入
れ
る
。
そ
し
て
お
祈
り

を
す
る
と
不
思
議
に
い
ぼ
が
取

れ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

　
以
来
こ
の
く
ぼ
み
を
「
い
ぼ

井
戸
」
と
い
い
、
地
蔵
菩
薩
を
「
い

ぼ
井
戸
地
蔵
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
訪

れ
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
 

 
　
　
　
川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
 

○ 68

　
郷
土
史
家
の
井
戸
喜
男
さ
ん
（
鹿
塩
在
住
）
か
ら
、
郷
土
の
偉
人
に
つ
い

て
貴
重
な
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
辺
町
の
す
ば
ら
し
い
偉
人
と
し

て
、
今
回
と
次
回
、
２
回
連
載
で
原
文
の
ま
ま
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
第
１

回
は
政
治
学
者
　
若
井
栄
蔵
で
す
。 

　「
栄
蔵
の
前
に
栄
蔵
な
く
、
栄
蔵
の
後
に
栄
蔵
な
し
。」
と
言
わ
れ
た
若
井

栄
蔵
は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）、
加
茂
郡
鹿
塩
村
板
橋
１
０
９
７
番
地

に
生
ま
れ
た
。
当
時
、
鹿
塩
村
長
昌
寺
に
開
設
さ
れ
て
い
た
寺
子
屋
で
栄
蔵

は
神
童
と
謳
わ
れ
た
秀
才
で
あ
っ
た
。
栄
蔵
１４
歳
の
と
き
村
の
推
薦
で
関
の

応
栄
塾
に
入
門
、
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
１８
歳
で
副
塾
頭
を
つ
と
め
た
。 

　
明
治
５
年
、
明
治
新
政
府
に
よ
り
廃
藩
置
県
の
「
区
別
」
が
制
定
さ
れ
、

郡
は
郡
長
、
村
は
戸
長
（
村
長
）
が
置
か
れ
た
。
ま
た
新
政
府
に
よ
っ
て
、

「
国
民
す
べ
て
学
に
従
事
せ
よ
」
と
学
制
の
発
布
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

　
若
井
栄
蔵
は
鹿
塩
村
の
要
望
に
応
え
、
初
代
鹿
塩
戸
長
（
村
長
）
に
指
命

さ
れ
た
。
２４
歳
で
あ
っ
た
。
明
治
７
年
、
長
昌
寺
の
寺
子
屋
は
鹿
塩
研
承
学

校
と
し
て
発
足
、
栄
蔵
は
村
長
の
傍
ら
教
師
を
つ
と
め
る
と
同
時
に
、
板
橋

の
自
宅
を
開
放
し
て
寺
子
屋
を
開
設
し
、
８
年
の
あ
い
だ
独
自
の
教
育
を
お

こ
な
っ
た
。
明
治
１９
年
、
研
承
学
校
は
鹿
塩
尋
常
小
学
校
と
改
名
さ
れ
て
２

代
目
の
校
長
を
拝
命
し
た
。 

　
明
治
３０
年
、
町
村
合
併
に
よ
り
、
鹿
塩
村
、
川
浦
村
、
廿
屋
村
の
三
村
が

合
併
し
初
代
村
長
と
し
て
就
任
し
た
。 

　
明
治
３３
年
、
加
茂
郡
の
７
小
区
に
入
っ
た
川
辺
、
山
之
上
、
和
知
、
上
米

田
、
下
米
田
、
下
麻
生
、
三
和
の
７
か
村
の
村
長
代
表
と
、
７
か
村
の
学
務

長
（
教
育
長
）
を
任
命
さ
れ
た
。 

　
ま
た
、
明
治
１０
年
、
能
古
山
論
争
は
最
後
で
最
高
の
山
場
を
迎
え
、
３
日

間
の
村
民
会
議
で
、「
必
ず
勝
つ
、
必
ず
勝
て
る
」
と
村
民
を
鼓
舞
、
そ
の

先
頭
に
立
っ
た
と
い
う
。 

　
尚
、
栄
蔵
１８
歳
か
ら
２２
歳
ま
で
に
、
薬
学
、
薬
草
学
、
整
体
学
、
測
量
学

の
他
に
書
、
剣
（
小
刀
）
漢
詩
な
ど
の
免
許
を
修
得
し
た
。 

　
大
正
元
年
９
月
死
去
　
６２
歳 

　
鹿
塩
戸
長
（
村
長
）
２４
年
、
三
和
村
長
５
年
、
村
長
在
職
２９
年
、
校
長
６

年
、
寺
子
屋
８
年
と
明
治
と
い
う
夜
明
け
に
、
郷
土
の
発
展
と
、
子
弟
の
教

育
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
郷
土
の
大
偉
人
で
あ
っ
た
。
今
こ
そ
こ
の
人
に
光

を
、
称
え
よ
う
偉
業
を
！ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 

郷
土
の
偉
人
に
光
を
！ 

第
１
回
　
政
治
学
者
　
若
井
栄
蔵 

鬼
飛
山
・
い
ぼ
井
戸
 

鬼
飛
山
・
い
ぼ
井
戸
 

郷
土
の
偉
人
に
光
を
！ 

第
１
回
　
政
治
学
者
　
若
井
栄
蔵 

「いぼ井戸」 
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